
問
２
０
５
０
年
推
計
人
口

が
２
０
２
０
年
比
69
・
6
％

に
急
減
す
る
本
市
は
、
転
入

超
過
の
蟹
江
町
や
弥
富
市
と

異
な
り
現
役
世
代
が
流
出
す

る
「
選
ば
れ
な
い
自
治
体
」

だ
。
流
出
を
食
い
止
め
、
消

費
者
か
ら
選
ば
れ
る
存
在
に

な
る
最
大
の
武
器
が
「
Ｊ
Ｒ

永
和
駅
周
辺
」
で
あ
る
。
名

古
屋
駅
ま
で
直
通
17
分
、
運

賃
２
５
０
円
と
い
う
圧
倒
的

な
利
便
性
を
持
つ
永
和
駅
を

都
市
拠
点
か
ら
外
し
て
い
る

こ
と
へ
の
明
確
な
見
解
は
。

答
市
内
鉄
道
駅
８
駅
の
評

価
分
析
の
結
果
、
藤
浪
・
勝

幡
・
佐
屋
・
富
吉
の
４
駅
を

「
都
市
拠
点
」
と
し
、
永
和

駅
等
は
「
地
域
拠
点
」
に
位

置
づ
け
て
い
る
。
永
和
駅
周

辺
地
区
を
市
街
化
区
域
へ
変

更
す
る
に
は
、
20
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
地
域
主
体
の
同
意

取
得
、
県
や
国
と
の
厳
格
な

法
定
手
続
、
道
路
や
下
水
道

な
ど
基
礎
イ
ン
フ
ラ
整
備
費

と
採
算
性
の
検
証
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
必

要
が
あ
る
。

下
水
道
敷
設
エ
リ
ア

の
市
街
化
延
伸
は

問
下
水
道
事
業
に
一
般
会

計
か
ら
毎
年
ど
れ
ほ
ど
の
繰

入
れ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

今
後
の
収
支
の
見
通
し
は
。

答
令
和
元
年
度
の
公
営
企

業
会
計
移
行
後
、
一般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
は
年
約
７
億

〜
８
億
円
で
推
移
。
う
ち
公

共
下
水
道
分
は
元
年
度
の
約

3
・
8
億
円
か
ら
６
年
度
に

は
約
5
・
1
億
円
へ
増
加
。

今
後
の
見
通
し
は
17
年
度
が

ピ
ー
ク
と
な
り
、
下
水
道
事

業
と
し
て
約
８
億
円
の
繰
入

れ
を
見
込
む
。

問
下
水
道
事
業
の
経
営
健

全
化
に
は
、
使
用
料
を
支
払

う
新
規
加
入
者
の
確
保
が
不

可
欠
だ
。
下
水
道
敷
設
済
み

の
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る

鰯
江
エ
リ
ア
で
開
発
さ
れ
た

36
戸
の
分
譲
住
宅
で
は
、
蟹

江
町
や
弥
富
市
か
ら
多
く
の

現
役
・
子
育
て
世
代
の
転
入

が
あ
り
、
年
約
１
８
０
０
万

円
の
税
収
増
と
推
測
し
て
い

る
。
こ
れ
は「
消
費
者
目
線
」

で
住
み
た
い
住
宅
地
を
適
正

供
給
す
れ
ば
人
口
流
入
は
可

能
と
い
う
事
例
だ
。
下
水
道

敷
設
済
み
の
鰯
江
エ
リ
ア
か

ら
の
市
街
化
延
伸
は
。

答
住
民
合
意
や
基
盤
整
備

の
確
実
性
、
経
済
性
検
証
の

課
題
が
生
じ
、
地
域
主
体
の

検
討
が
必
要
。

問
津
島
市
が
進
め
る
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
２
軍
施
設
誘
致
に
呼

応
し
、
永
和
駅
南
側
を
含
め

た
市
境
を
ま
た
ぐ
一
体
的
な

開
発
は
。

答
具
体
的
条
件
提
示
が
な

い
た
め
回
答
を
控
え
る
。

永和駅エリアの
市街化は
鈴木　啓人議員

20haの地域合意と採算性検証が必要
産業建設部長

▲2050年の愛西市の予測人口＆永和駅のポテンシャル
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一般質問～市政を問う～


